
  

自立支援協議会イベントについて 

 

１ イベントの概要 

 自立支援協議会には７つの専門部会があり、毎年度、各部会から数名選出していただき、

イベント実行委員会を構成している。 

例年、２月頃のイベント開催を目指して、当年５～６月頃からイベント実行委員会を始動。

部会を３～４回開催し、イベントの企画・準備を行っている。 

これまでのイベントの主な目的は、自立支援協議会の周知及び自立支援協議会と地域が繋

がりを持つことである。 

 

２ 過去のテーマ 

別紙のとおり 

 

３ 本会議との関わり 

 例年、第１回もしくは、第２回本会議にてイベントのテーマや開催方法について報告を行

っている。（今年度については、１０月１４日（金）に第２回本会議を開催予定。） 

 

４ これまでの検討状況 

４月２２日の運営会議において検討を行い、開催方法やテーマ等について、各委員から次

のような意見や提案をいただいたが、イベントを実施するか否かを含めて未確定である。 

〇イベント開催への懸念点・改善点 

・特定の人への労力・時間の負担が大きい。 

・イベントの目的が明確でない。 

→当初のイベント開催の目的が、協議会の PR であったが、未だ区民への浸透度が低い

ため。 

・イベントの成果が見えづらい。 

・コロナウイルス感染への心配をしている方もいる。 

〇イベント開催案 

・ユーチューブやインスタ、ライブ配信などの活用。 

→インターネットの活用は、作業する特定の方に負担が偏らないか。 

→インターネットを使って参加することが難しい方もいる。 

・地域の方に参加いただく前に障害福祉の現場でかかわる人たちが、連携し、元気が出る

ような場とする。 

・単に学習や講演だけでなく楽しさも含めたい。 

・障害分野の方を対象に自立支援協議会そのものについて、深く考える場とする。 

・地域住民との共催・地域イベントへの合流 

→自立支援協議会の中だけで考えると、人員や出来ることが限られてしまう。 

裏面もあります。 
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→例①）商店街との共催：「合理的配慮ができている商店街」との PRもできる。 

→例②）大学との共催：若い方のウェブ技術（動画作成など）も借りられるのでは。 

 〇その他の課題 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、参加人数や開催方法など、従来どおりのイベ

ント開催が難しい状況である。 

・例年、会場を区役所２階の大会議室としているが、今年度は事務室としており活用でき

ない。 

 

５ 今回の本会議で方向性を確認したいこと 

（１）今年度イベントを実施するかどうか（イベント実行委員会の活動を行うか）。 

（２）イベントを実施する場合には、目的や対象者。 
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●区からの提案 

 上記５に係る検討材料として、区から下記について提案する。 

（※この方向での実施を依頼するものではありません。） 

提案１ 

イベント実行委員会に参加いただく委員の負担を考慮し、規模を縮小して開催する。 

・１２月に開催予定の「めぐろふれあいフェスティバル」にて自立支援協議会イベントのブ

ースを設け、何らかの催しを行う。 

・自立支援協議会の啓発グッズを作成し、配布する。 

・総合庁舎西口ロビーの、パネル展示を行う。 

（令和５年２月２０日（月）～令和５年２月２７日（月）で西口ロビー確保済み。） 

提案２ 

めぐろ区報で自立支援協議会の活動内容の PR等を行い（協議会委員へのインタビュー 

など）自立支援協議会の周知というイベント実施の目的に代える（めぐろ区報１１月１５

日号に障害施策推進課の特集枠３面あり。）。 

提案３ 

今年度はイベントの開催を見送り、改めてイベント実施の目的や課題について整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



過去のテーマ一覧 

・平成２５年度（＠総合庁舎２階大会議室 参加者数 140名） 

① 協議会の活動紹介 

② パネルディスカッション 

～障害があっても住みなれた地域で住みつづけるために・・・めぐろって？～ 

・平成２６年度（＠総合庁舎２階大会議室 参加者数 132名） 

① 協議会の活動紹介 

② パネルディスカッション～ありのままでいられるワタシの居場所。～ 

③ グループディスカッション 

・平成２７年度：暮らそう！つなごう♥地域のチカラ 

（＠総合庁舎２階大会議室 参加者数 137 名） 

① 障害者差別解消法が地域に求めること 

②パネルディスカッション～誰にとっても暮らしやすい社会・地域とは？～ 

③パネル展示（協議会の活動紹介） 

・平成２８年度：～バリアフリーめぐろを広めよう～・シン・メグロにみんなでＧＯ  

（＠総合庁舎２階大会議室 参加者数 150 名） 

   ①バリフリってなんだろう？（インタビュー） 

   ②世界に広めようバリフリのＷＡ！（ダンス） 

   ③パネルディスカッション 

 

・平成２９年度：『つながろうメグロ』～共生社会の実現を目指して～ 

（＠総合庁舎２階大会議室等 参加者数 90 名） 

① ボッチャ紹介・実践  ②ブレス合唱  ③手話劇  ④人形劇(子ども部会)  

⑤差別解消法啓発ダンス  ⑥発達当事者ライブ  ⑦全体でダンス 

 

・平成３０年度：『つながろうメグロ』～共生社会の実現を目指して～ 

（＠総合庁舎２階大会議室 参加者数 163 名） 

① 岡田なおこ氏の活動紹介ボッチャ ②協議紹介・実演  

③五本木児童館による催し物 ④講演（村井海人氏） ⑤合唱 ⑥ダンス 

 

・令和元年度：『つながろうメグロ』～共生社会の実現を目指して～ 

（＠総合庁舎２階大会議室 参加者数 140名） 

   ①映画上映『Givenギブン～いま、ここ、にあるしあわせ～』 

②区内事業所の物販 

③上映した映画化監督によるトークセッション 

 

・令和２年度： 中止 

・令和３年度： 中止 

別紙 



〇平成 30年度チラシ 

 

 

 



〇令和元年度チラシ 


